
学校だより                                          安城市立明祥中学校 

平成２５年度  №７ 

平成２５年１０月１日 

生徒会 後期リーダー決まる 明るい祥（きざし）を実感 

  ９月 2０日 後期生徒会役員選挙  

立候補者の演説から伝統を受け継ぎ、新たな校風と伝統づくりに向けた熱い思いと、明祥中学校の明るい祥を

感じることができました。 

… 僕は、生徒会のリーダーとして二つのことをしたいと考えて

います。一つ目は、「われらは明中生」の４つのことを定着させた

いです。集会の時に唱和するだけでなく、あたり前のように振る舞

えるように、はたらきかけたいです。 … 二つ目は、思い出に残

る行事にしたいということです。夏から部長を任され、チーム力を

上げるにはリーダーが手本になることが大事だと実感しています。

部長の経験を生かし、チーム明中のチーム力を高めたいと考えてい

ます。チーム明中のメンバー全員が一生懸命参加し、仲間との絆を

感じたり、自信にしたりすることができる行事になるようリードしたいです。 選挙演説より 会計 大輝くん 

新たな校風・伝統を築き上げるために、１５名の役員を核に、さわやか明中生４０１名の心と力を一つにして

取り組むこと期待します。 

 

新人戦を終えて………………………………………    ９月２１日・２８日  

鍛えた心身と、研いた技をもって臨んだ新人戦では、もて

る力を出し切り、結果と課題を得ました。 

○準優勝    バレーボール部 女子 

○３位     野球・サッカー・卓球女子・ 

        ソフトテニス女子 

夏の大会は、冬期の鍛え方で決まるといわれます。流した

悔し涙を糧に、「敗着」から見出した課題を克服しましょう。

来夏への目標を高く掲げ、克己の精神で鍛えましょう。 

 

●校庭の除草作業   ９月２８日 ７～８時        ●南部公民館 どろんこまつり  ９月８日 

東端・根崎の老人クラブ、５０名ものみなさんに感謝です。  地域の行事に貢献。奉仕体験の機会を与えて頂き感謝です。 

 

祝 

さわやか明中生 完全燃焼  縦割り団を導入して   ９月１２日  

地域に支えられる明中、地域に生かされる明中生  

 

PTA 杯を賭け、団の入場 心を一つに、最後の演技 子どもと思い出づくり 神谷学市長から激励 


